
－  167  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

は
じ
め
に
　
　

　
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
で
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ

党
の
二
大
政
党
が
顕
著
な
成
長
を
見
せ
た
（
１
）

。
両
党
は
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ
・

Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
首
相
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
（
小
ピ
ッ
ト
）
と

い
う
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
に
対
す
る
忠
誠
や
友
情
が
核
と
な
り
、
そ

の
一
体
性
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
互
い
に
政
敵
と
し
て
認
め
合
っ
た

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
ピ
ッ
ト
は
、
奇
し
く
も
共
に
一
八
〇
六
年
に
こ
の
世

を
去
っ
た
（
前
者
が
九
月
一
三
日
で
、
後
者
は
一
月
二
三
日
）。
し

か
し
、
重
要
な
こ
と
に
、
彼
ら
の
政
治
的
影
響
力
は
そ
の
死
後
も
持

続
す
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
の
死
後
以
降
、
両
党
は
共
に
決
定
的
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
欠
き
、
ま
た
、
党
内
で
共
通
し
た
政
策
を
持
つ

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
両
党
の
議
員
は
、
自
ら
を
フ
ォ

ッ
ク
ス
の
友
、
あ
る
い
は
ピ
ッ
ト
の
友
と
位
置
づ
け
、
そ
の
原
理
原

則
（「
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
諸
原
理
」、「
ピ
ッ
ト
の
諸
原
理
」
と
呼
ば
れ
た
）

に
対
す
る
支
持
表
明
を
繰
り
返
す
中
で
、
党
内
に
共
有
さ
れ
た
政
治

的
エ
ー
ト
ス
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
２
）

。

　
両
党
に
お
い
て
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
ピ
ッ
ト
が
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
と
ピ
ッ

ト
・
ク
ラ
ブ
の
設
立
、
お
よ
び
、
彼
ら
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
晩
餐
会

　
論
文

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
　

　
　
　
―
ホ
イ
ッ
グ
党
の
政
治
観
―

正
　
木
　
慶
　
介

キ
ー
ワ
ー
ド

　
一
九
世
紀
初
頭
　
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
　
ホ
イ
ッ
グ
党
　
Ｃ
・
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
　
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
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フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
（
正
木
）

（dinner

）
の
開
催
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
３
）
。
ロ
ン
ド
ン
・
ピ
ッ

ト
・
ク
ラ
ブ
（
以
下
Ｌ
Ｐ
Ｃ
と
略
記
）
は
一
八
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
、

ロ
ン
ド
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ（
以
下
Ｌ
Ｆ
Ｃ
と
略
記
）は
フ
ォ
ッ

ク
ス
の
生
前
の
一
七
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会

と
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
は
、
両
者
の
誕
生
日
（
も
し
く
は
そ
の
前
後
）
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
４
）
。
参
加
者
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
豪

華
な
食
事
や
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
、
指
導
者
の
偉
業
を
讃
え
る
演
説

を
行
い
、
ま
た
、
そ
れ
に
耳
を
傾
け
、
共
に
祝
杯
を
あ
げ
た
（
５
）

。

　
両
ク
ラ
ブ
、
お
よ
び
両
晩
餐
会
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
歴

史
家
が
言
及
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ク
・
オ
ゴ
ア
マ
ン
は
、
一
九
世
紀

初
頭
に
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
す
る
大
都
市
に
お
い
て
、
多
数
の

フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
と
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
と
指
摘

す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
陣
営
に
分
か
れ
た
党
派
的
集
団
は
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
ピ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
の
原
理
原
則
か
ら
成
る

共
通
の
大
義
を
も
と
に
相
争
っ
て
い
た
（
６
）

。
一
方
、
レ
ズ
リ
・
ミ
ッ

チ
ェ
ル
は
、
一
八
二
〇
年
ま
で
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
が
全
国
で
開

催
さ
れ
た
と
論
じ
つ
つ
（
７
）
、
同
晩
餐
会
と
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
の
政
治
的
重

要
性
の
非
対
称
性
を
強
調
す
る
。
彼
は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
ピ
ッ
ト
を

比
較
し
、
後
者
の
偶
像
化
を
促
し
た
実
例
と
し
て
、
胸
像
の
制
作
、

ピ
ッ
ト
と
い
う
洗
礼
名
の
付
与
、「
い
く
ら
か
の
晩
餐
会
」（som

e 
dinners

）
の
開
催
を
認
め
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
慣
行
は
一
般
的

と
は
な
ら
ず
、
ま
た
長
続
き
も
し
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
ミ
ッ

チ
ェ
ル
に
よ
る
と
、「
ピ
ッ
ト
は
尊
敬
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
は
愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
８
）
」。
ま
た
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、

一
八
二
〇
年
代
末
か
ら
一
八
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
制
定
さ
れ
た

改
革
法
、
す
な
わ
ち
一
八
二
八
年
の
審
査
法
・
自
治
体
法
の
撤
廃
、

一
八
二
九
年
の
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
、
一
八
三
二
年
の
選
挙
法
改
正
を

支
持
す
る
議
論
の
中
で
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
名
前
が
何
度
も
呼
び
出
さ

れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
９
）

。
ピ
ッ
ト
と
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
死
後
の
影
響
力

の
持
続
性
に
つ
い
て
は
、
一
八
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
と
考
え
る
歴
史

家
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
マ
イ
ケ
ル
・
レ
ジ
ャ
＝
ロ
ー
マ

ス
に
よ
っ
て
修
正
的
見
解
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
一
九
世
紀
の
半
ば
ま

で
持
続
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（
（1
（

。

　
こ
う
し
た
先
行
研
究
（
レ
ジ
ャ
＝
ロ
ー
マ
ス
の
研
究
を
除
く
）
の

問
題
点
は
、
十
分
な
実
証
調
査
を
踏
ま
え
提
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
と
い
う
点
に
あ
る
。
近
年
特
に
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
に

つ
い
て
は
研
究
が
進
展
し
て
き
て
い
る
が（
（1
（

、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ

（
晩
餐
会
）に
つ
い
て
の
実
証
研
究
は
い
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
よ
っ

て
本
稿
で
は
、
可
能
な
限
り
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
と
比
較

検
討
し
つ
つ
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ（
晩
餐
会
）を
分
析
す
る
こ
と
で
、

後
者
に
相
対
的
に
重
要
な
政
治
的
役
割
を
見
出
し
て
き
た
先
行
研
究

の
評
価
が
ど
の
程
度
妥
当
で
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
本
稿
は
二
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
の
考
察
を
経
て
明
ら

か
に
さ
れ
る
の
は
、
先
行
研
究
が
示
し
た
も
の
と
は
大
き
く
異
な
る
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フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
の
姿
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
検
討

し
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
が
首
都
に
お
け
る
議
会
ホ
イ
ッ
グ
党
に
と
っ
て
の
重
要

な
政
治
的
結
節
点
と
な
っ
て
い
た
一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お

い
て
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
例
は
見
当
た
ら
ず
、
ま

た
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
た
地
理
的
範
囲
が
か
な
り
限

定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
主

に
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
演
説
に
注
目
し
な
が

ら
、
な
ぜ
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
が
一
般
的
な
現
象
と

な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
扱
っ
た
近
年
の
先
行
研
究
の

多
く
は
、
こ
の
時
期
に
ホ
イ
ッ
グ
党
が
重
要
な
変
容
を
遂
げ
た
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｗ
・
Ａ
・
ヘ
イ
に
よ
る
と
、
ホ
イ
ッ

グ
党
は
、
一
八
世
紀
末
ま
で
ロ
ン
ド
ン
に
し
か
目
を
向
け
な
い
貴
族

的
党
派
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
法
廷
弁
護
士
の

ホ
イ
ッ
グ
党
下
院
議
員
ヘ
ン
リ
・
ブ
ル
ー
ム
が
公
論
を
議
会
に
巧
み

に
持
ち
込
む
請
願
戦
術
を
考
案
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
地
方
都
市
の

改
革
派
中
産
階
級
と
強
固
な
関
係
性
を
築
く
に
至
っ
た
。こ
の
結
果
、

ホ
イ
ッ
グ
党
は
一
八
三
〇
年
一
一
月
に
政
権
に
返
り
咲
く
こ
と
に
成

功
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
「
ホ
イ
ッ
グ
・
リ
ベ
ラ
ル
の
優
越
」
が

確
立
さ
れ
た（
（1
（

。
こ
う
し
た
解
釈
に
対
し
、
本
稿
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
と

議
会
外
改
革
運
動
（
あ
る
い
は
改
革
派
中
産
階
級
）
の
関
係
は
必
ず

し
も
常
に
安
定
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、さ
ら
に
、ブ
ル
ー

ム
が
果
た
し
た
と
さ
れ
る
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
も
多
く
の
留
保
が

付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
る（
（1
（

。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
全
体

の
議
論
を
通
じ
て
ホ
イ
ッ
グ
党
の
政
治
観
を
明
ら
か
に
し
、最
後
に
、

一
九
世
紀
初
頭
に
そ
れ
が
変
容
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
議
論
に
対
し

修
正
的
見
解
を
提
示
し
た
い
。

第
一
章
：
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
の
構
造
的
特
徴

　
ま
ず
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
検
討
か
ら
始
め
た
い
。
Ｌ
Ｆ
Ｃ
を
分
析
す
る
際

に
直
面
す
る
最
も
困
難
な
問
題
は
史
料
の
不
足
に
あ
る
。
特
に
、
設

立
以
後
の
約
二
〇
年
間
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
ま
た
、
一
八
一
〇
年

代
か
ら
一
八
三
〇
年
代
初
頭
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
断
片
的
な
記
録

が
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
の
手
稿
文
書
や
新
聞
に
時

折
表
れ
る
の
み
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
利
用
可
能

な
史
料
に
依
拠
し
、
可
能
な
限
り
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
諸
特
徴
や
実
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

　
活
動
記
録
が
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
Ｌ

Ｆ
Ｃ
の
「
私
的
」
な
性
格
を
表
し
て
い
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
文
化
に
お
い
て
、
結
社
が
そ
の
活
動
の
一
端
を
新

聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
ご
く
日
常
的
な
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フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
（
正
木
）

こ
と
で
あ
っ
た（
（1
（

。
例
え
ば
、
Ｌ
Ｐ
Ｃ
は
、
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公

衆
に
伝
え
る
べ
く
、『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
』
な
ど
保
守
系
新
聞

の
記
者
を
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
や
そ
の
他
の
会
合
に
呼
び（
（1
（

、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
出
版
も
積
極
的
に
行
っ
た（
（1
（

。
対
照
的
に
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
は
こ
う
し
た

活
動
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
中
に
は
、
リ

ベ
ラ
ル
系
新
聞
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
の
所
有
者
兼
編
集

者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ペ
リ
が
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
公
的
な
場
で
ク

ラ
ブ
が
政
治
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　
結
社
の
特
徴
を
定
義
す
る
際
に
、
目
的
、
規
約
、
会
員
の
三
点
が

し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
に
関
し
て
明
ら
か
と

な
る
の
は
会
員
の
み
で
あ
る
。
ホ
ラ
ン
ド
家
文
書
に
残
る
会
員
記
録

に
は
、
計
五
九
名
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
そ
の
う
ち
一
一
名

の
名
前
が
消
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
多
く
は
死
去
を
理
由
に
Ｌ
Ｆ

Ｃ
を
離
れ
た
。
そ
の
死
亡
年
か
ら
推
測
す
る
に
会
員
記
録
が
最
後
に

更
新
さ
れ
た
の
は
一
八
一
五
年
前
後
で
あ
る
。
い
つ
記
録
が
つ
け
始

め
ら
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
死
去
し
た
後
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い（
（1
（

。
会
員
は
お
そ
ら
く
五
〇
名
に
限
定
さ
れ
て
お

り
、
何
ら
か
の
理
由
で
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に
新
た
な
会
員
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
の
点
は
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
閉
鎖
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
会
員

の
大
多
数
は
議
員
や
地
主
層
が
占
め
た
が
、
少
数
な
が
ら
法
律
家
や

新
聞
編
集
者
（
前
述
の
ペ
リ
）
も
こ
れ
に
所
属
し
た
。
所
属
議
員
は
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
亡
き
後
党
を
牽
引
す
る
グ
レ
イ
伯
爵
や
ホ
ラ
ン
ド
男
爵

（
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
甥
）
と
い
っ
た
党
の
指
導
層
か
ら
、
古
参
保
守
派

の
フ
ィ
ッ
ツ
ウ
ィ
リ
ア
ム
伯
爵
や
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
卿
、
若

手
改
革
派
の
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
卿
や
Ｊ
・
Ｇ
・
ラ
ム
ト
ン
と
多
様

で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
議
会
会
期
中
に
毎
月
一
度
会
合
を
開
い
た
。
そ

こ
で
は
党
の
政
策
に
つ
い
て
も
討
議
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
会
員
に
加
え
、
毎
年
一
月
末
に
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
主
催
で
開
か
れ
た

フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
の
出
席
者
を
部
分
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
一
八
一
四
年
、一
八
一
六
年
、一
八
一
七
年
、一
八
一
九
年
、

一
八
二
一
年
の
五
つ
の
晩
餐
会
に
関
し
て
は
、
比
較
的
多
く
出
席
者

の
名
前
が
新
聞
に
載
っ
た（
（1
（

。
表
で
は
、
そ
れ
ら
出
席
者
計
一
五
一
名

の
う
ち
両
院
議
員
（
経
験
者
含
む
一
〇
一
名
）
を
リ
ス
ト
し
た
。

　
表
か
ら
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
首
都
に
お
け
る
重
要
な
結

節
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
院
議
員
は
、
一
九
名
の
上

院
議
員
と
八
二
名
の
下
院
議
員
（
現
職
七
四
名
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
一
八
一
二
年
か
ら

一
八
三
〇
年
の
間
、
党
の

下
院
議
員
が
約
一
五
〇
―

二
〇
〇
名
で
推
移
し
て
い

た
こ
と（
（2
（

、
さ
ら
に
リ
ス
ト

が
晩
餐
会
出
席
者
全
て
を

網
羅
で
き
て
い
る
わ
け
で

1 H.R.H., Duke of Sussex
2 Duke of Bedford
3 Duke of Devonshire
4 Duke of Leinster 
5 Duke of Norfolk
6 Marquess of Lansdowne
7 Earl of Albemarle
8 Earl of Besborough
9 Earl Cowper

10 Earl Fitzwilliam
11 Earl Grey
12 Earl Grosvenor
13 Earl of Rosslyn
14 Earl of Thanet
15 Baron Erskine 
16 Baron Holland
17 Baron Ponsonby
18 Baron St. John
19 Baron Saye and Sele

1 Lord George Cavendish
2 Lord Copwer
3 Lord Crewe
4 Lord Henry Fitzgerald
5 Lord William Fitzgerald
6 Lord Archibald Hamilton
7 Lord Howick
8 Lord Kinnaird 
9 Lord Milton

10 Lord Morpeth
11 Lord Normanby
12 Marquess of Tavistock
13 Lord John Russell
14 Lord William Russell
15 Lord Robert Spencer
16 Lord John Townshend
17 Sir John Aubrey
18 Sir Ronald C. Ferguson
19 Sir Robert Heron
20  (Sir) James Macdonald
21 Sir James Mackintosh
22 Sir Arthur Piggott
23 Sir Matthew W. Ridley
24 Sir George Robinson
25 Sir Samuel Romilly
26 Sir William Rowley
27 Sir Robert Wilson
28 Hon. James Abercrombie
29 Hon. Henry G. Bennet
30 Hon. Lawrence Dundas
31 Hon. Thomas Dundas
32 Hon. William R. Maule 
33 Hon. George Ponsonby
34 (Hon.) General George Walpole
35 Colonel William L. Hughes
36 Colonel George J. Robarts
37 Captain Charles Adam
38 Adair, Robert
39 Adam, William
40 Allen, John H.
41 Barclay, George
42 Barnett, James
43 Barrett Lennard, T.
44 Bernal, Ralph
45 Birch, Joseph
46 Brougham, Henry
47 Byng, George
48 Calvert, Charles
49 Carter, John
50 Chaloner, Robert 
51 Coke, Thomas W.
52 Combe, Harvey C.
53 Concannon, Lucius
54 Creevey, Thomas
55 Denison, William J.
56 Denman, Thomas
57 Erskine, David
58 Ellice, Edward
59 Graham, James R.G.
60 Grant, John P.
61 Gordon, Robert
62 Honywood, William P.
63 Horner, Francis
64 Hume, Joseph
65 James, William
66 Kennedy, Thomas F.
67 Lambton, John G.
68 Martin, Henry
69 Moore, Peter
70 North, Dudley
71 Ord, William
72 Russell, Matthew
73 Russell, Robert G.
74 Scarlet [Scarlett], James
75 Taylor, Michael A.
76 Tierney, George
77 Thorp, John T.
78 Waithman, Robert
79 Warre, John A.
80 Wharton, John 
81 Whitbread, Samuel 
82 Wyvill, Marmaduke

＊灰色の議員は現職でない

表　LFCフォックス晩餐会出席者

上院〔貴族院〕議員

下院〔庶民院〕議員
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は
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
ホ
イ
ッ
グ
党
所
属
議
員
の
多
く
が
晩

餐
会
に
出
席
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
当
時
の
新
聞
に
依
拠
す

る
限
り
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
が
主
催
し
た
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
、「
議
会
両

院
の
全
て
の
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
が
出
席
す
る
」
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合
も
あ
っ
た（
（2
（

。

　
会
員
と
晩
餐
会
出
席
者
の
観
点
か
ら
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
と
Ｌ
Ｐ
Ｃ
を
比
較

し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
晩
餐
会
に
関
し
て
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
主
催
の
晩
餐

会
に
多
数
の
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
が
参
加
し
、
同
様
に
、
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の

主
催
す
る
晩
餐
会
に
ト
ー
リ
党
議
員
の
多
く
が
出
席
し
た
。
し
か

し
、
重
要
な
差
異
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
は
、
党
の
団

結
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
最
終
的
に
は
失
敗
し
て
い

た
。
一
八
一
〇
年
代
後
半
以
降
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ニ
ン
グ
な
ど
カ

ト
リ
ッ
ク
解
放
を
支
持
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
ト
ー
リ
議
員
の
多
く
は
、

晩
餐
会
に
出
席
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
カ
ニ
ン
グ
は
一
八
一
〇

年
代
初
頭
ま
で
晩
餐
会
の
運
営
者
の
一
人
で
あ
り
、
彼
が
ピ
ッ
ト

を
讃
え
る
べ
く
作
詞
し
た
「
嵐
を
乗
り
切
っ
た
舵
手
」（The Pilot 

that w
eathered the Storm

）
は
晩
餐
会
で
好
ん
で
歌
わ
れ
た
。

し
か
し
、
カ
ニ
ン
グ
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｃ
が
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
優
越
」

（Protestant Ascendancy

）
を
定
期
的
祝
杯
の
一
つ
に
定
め
る

と
、
そ
れ
を
反
カ
ト
リ
ッ
ク
的
と
み
な
し
、
一
八
一
七
年
に
ク
ラ
ブ

と
の
決
別
を
公
言
し
た
。
こ
れ
以
降
、
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
宗
教
政
策
に
対
し
保
守
的
態
度
を
取
る
者
が
集
う
場
所

と
な
っ
て
い
っ
た（
（2
（

。

　
会
員
に
関
し
て
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
が
閉
鎖
的
な
制
度
を
採
用
し
た
の
に

対
し
、
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の
門
戸
は
広
く
、
一
八
一
六
年
ま
で
に
約
一
三
〇
〇

名
の
会
員
を
集
め
た
。
し
か
し
、
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
が

1 H.R.H., Duke of Sussex
2 Duke of Bedford
3 Duke of Devonshire
4 Duke of Leinster 
5 Duke of Norfolk
6 Marquess of Lansdowne
7 Earl of Albemarle
8 Earl of Besborough
9 Earl Cowper

10 Earl Fitzwilliam
11 Earl Grey
12 Earl Grosvenor
13 Earl of Rosslyn
14 Earl of Thanet
15 Baron Erskine 
16 Baron Holland
17 Baron Ponsonby
18 Baron St. John
19 Baron Saye and Sele

1 Lord George Cavendish
2 Lord Copwer
3 Lord Crewe
4 Lord Henry Fitzgerald
5 Lord William Fitzgerald
6 Lord Archibald Hamilton
7 Lord Howick
8 Lord Kinnaird 
9 Lord Milton

10 Lord Morpeth
11 Lord Normanby
12 Marquess of Tavistock
13 Lord John Russell
14 Lord William Russell
15 Lord Robert Spencer
16 Lord John Townshend
17 Sir John Aubrey
18 Sir Ronald C. Ferguson
19 Sir Robert Heron
20  (Sir) James Macdonald
21 Sir James Mackintosh
22 Sir Arthur Piggott
23 Sir Matthew W. Ridley
24 Sir George Robinson
25 Sir Samuel Romilly
26 Sir William Rowley
27 Sir Robert Wilson
28 Hon. James Abercrombie
29 Hon. Henry G. Bennet
30 Hon. Lawrence Dundas
31 Hon. Thomas Dundas
32 Hon. William R. Maule 
33 Hon. George Ponsonby
34 (Hon.) General George Walpole
35 Colonel William L. Hughes
36 Colonel George J. Robarts
37 Captain Charles Adam
38 Adair, Robert
39 Adam, William
40 Allen, John H.
41 Barclay, George
42 Barnett, James
43 Barrett Lennard, T.
44 Bernal, Ralph
45 Birch, Joseph
46 Brougham, Henry
47 Byng, George
48 Calvert, Charles
49 Carter, John
50 Chaloner, Robert 
51 Coke, Thomas W.
52 Combe, Harvey C.
53 Concannon, Lucius
54 Creevey, Thomas
55 Denison, William J.
56 Denman, Thomas
57 Erskine, David
58 Ellice, Edward
59 Graham, James R.G.
60 Grant, John P.
61 Gordon, Robert
62 Honywood, William P.
63 Horner, Francis
64 Hume, Joseph
65 James, William
66 Kennedy, Thomas F.
67 Lambton, John G.
68 Martin, Henry
69 Moore, Peter
70 North, Dudley
71 Ord, William
72 Russell, Matthew
73 Russell, Robert G.
74 Scarlet [Scarlett], James
75 Taylor, Michael A.
76 Tierney, George
77 Thorp, John T.
78 Waithman, Robert
79 Warre, John A.
80 Wharton, John 
81 Whitbread, Samuel 
82 Wyvill, Marmaduke

＊灰色の議員は現職でない

表　LFCフォックス晩餐会出席者

上院〔貴族院〕議員

下院〔庶民院〕議員

＊灰色の議員は現職でない
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フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
（
正
木
）

党
指
導
部
を
中
心
に
多
様
な
立
場
の
議
員
が
会
員
と
な
っ
た
の
に
対

し
、
ト
ー
リ
党
議
員
の
多
く
は
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の
会
員
と
は
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｃ
の
会
員
リ
ス
ト
に
は
、
二
五
名
の
上

院
議
員
、
三
九
名
の
下
院
議
員
の
名
前
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
さ
ら
に
、
リ
ス
ト
の
中
に
は
、
一
八
一
二
年
か
ら
一
八
二
七

年
ま
で
ト
ー
リ
内
閣
の
首
相
を
務
め
た
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
伯
爵
や
、

一
八
三
二
年
以
降
保
守
党
の
党
首
と
な
る
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ー
ル
な

ど
、重
要
な
ト
ー
リ
党
議
員
の
名
前
が
な
い（
（2
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

Ｌ
Ｐ
Ｃ
は
門
戸
を
両
院
議
員
や
地
主
層
の
外
側
に
広
く
開
放
し
た
も

の
の
結
果
的
に
ト
ー
リ
党
議
員
の
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
担
え
な

か
っ
た
の
に
対
し
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
は
相
対
的
に
閉
鎖
的
な
組
織
で
あ
っ
た

が
ゆ
え
に
多
様
な
立
場
の
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
を
引
き
つ
け
る
こ
と
に

成
功
し
党
の
結
束
を
強
め
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
結
論

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
・

ク
ラ
ブ
は
ど
れ
ほ
ど
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
程

度
は
、
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
と
比
較
し
た
場
合
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き

る
の
か
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
名
の
つ
い

た
ホ
イ
ッ
グ
系
政
治
結
社
は
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
で
は
組
織
さ
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
複

数
の
都
市
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
」
の
名

を
冠
し
た
地
方
組
織
と
し
て
は
、
一
定
程
度
恒
常
的
に
存
在
す
る
ク

ラ
ブ
で
は
な
く
、
年
に
一
度
の
行
事
で
あ
る
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
の

み
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
の
地
理
的
広
が
り
が
限
定
的
で

あ
っ
た
点
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩

餐
会
が
開
催
さ
れ
た
都
市
と
年
を
列
挙
す
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
（
一
八
二
二
年
）、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

（
一
八
一
三
年
、
一
八
一
四
年
、
一
八
一
七
年
、
一
八
一
八
年
）、
ノ

リ
ッ
ジ
（
一
八
二
〇
―
一
八
二
二
年
）、ブ
リ
ス
ト
ル
（
一
八
一
三
年
、

一
八
一
五
年
）、ベ
リ（
一
八
二
一
年
）、ヨ
ー
ク（
一
八
一
九
年
）、リ
ッ

チ
フ
ィ
ー
ル
ド（
一
八
一
四
年
）、次
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

ア
ー
ブ
ロ
ー
ス
（
一
八
一
二
年
）、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
（
一
八
〇
一
年
、

一
八
〇
四
年
、
一
八
〇
八
―
一
八
二
五
年
）、
ク
ー
パ
ー
・
ア
ン
ガ

ス
（
一
八
一
一
年
）、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
（
一
八
〇
一
年
、
一
八
一
〇
―

一
八
二
五
年
）、
ダ
ン
デ
ィ
（
一
八
一
〇
年
、
一
八
一
一
年
）
と
な

る（
（2
（

。
つ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
お
い
て
、
こ
れ
ら
に
ロ
ン
ド
ン
を
足

し
た
計
一
三
の
都
市
に
お
い
て
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
開
催
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
、
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
た
都

市
の
数
と
比
較
す
る
と
か
な
り
小
さ
い
。
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
は
、
ラ

ン
カ
シ
ャ
州
や
ヨ
ー
ク
シ
ャ
州
を
中
心
に
六
二
の
都
市
（
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
や
リ
ー
ズ
な
ど
選
挙
区
以
外
の
都
市
も
含
む
）で
設
立
さ
れ
た
。
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そ
れ
ら
は
、
晩
餐
会
以
外
に
も
定
期
的
に
会
合
を
開
き
、
必
要
に
応

じ
て
地
域
の
世
論
を
動
か
す
た
め
の
政
治
活
動
を
展
開
し
た（
（2
（

。
こ
う

し
た
諸
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
地
方
に
お
け
る
ホ
イ
ッ
グ
の
組
織
的

な
活
動
は
、
ト
ー
リ
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
同
等
ど
こ
ろ
か
か
な

り
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
二
章
：
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
見
ら
れ
る
ホ
イ
ッ
グ
党
の

　
　
　
　
エ
リ
ー
ト
主
義
的
立
場

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
、
ピ
ッ
ト
晩
餐
会
の
よ
う
に
一
般
的
な
現

象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
っ
た
の
か
。
本
章
で
は
、

そ
の
理
由
を
解
明
す
べ
く
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
お
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
の
政
治
的
見
解
を
検
討
し
て
い
く
。

　
地
方
都
市
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
指
導
部
や
改

革
に
熱
心
な
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
の
主
導
で
開
催
さ
れ
た
。
彼
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
会
員
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル

晩
餐
会
は
、
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
州
に
所
領
を
持
つ
グ
レ
イ
伯
爵

が
中
心
で
あ
っ
た
し
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
晩
餐
会
（
ノ
リ
ッ
ジ
に
て
開

催
）
と
サ
フ
ォ
ー
ク
晩
餐
会
（
ベ
リ
と
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
に
て
開
催
）

は
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
爵
と
ア
ル
ベ
マ
ー
ル
伯
爵
に
よ
っ
て
主
導
さ

れ
た
。
晩
餐
会
に
は
、
貴
族
・
ジ
ェ
ン
ト
リ
層
に
加
え
上
層
中
産
階

級
も
出
席
し
、
議
事
は
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

　
地
方
都
市
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
、
お
よ

び
彼
ら
の
地
方
に
お
け
る
支
援
者
が
支
持
す
る
政
策
を
公
け
に
示
す

場
で
あ
っ
た
。
晩
餐
会
で
支
持
さ
れ
た
政
策
は
幅
広
く
、
国
内
問
題

に
関
し
て
は
、
議
会
改
革
、
奴
隷
制
廃
止
、
参
政
権
に
関
わ
る
宗
教

的
差
別
撤
廃
、
行
財
政
改
革
、
集
会
・
出
版
・
請
願
の
自
由
な
ど
市

民
的
権
利
の
擁
護
に
及
ん
だ
。
ま
た
、国
外
問
題
に
関
し
て
は
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
で
起
こ
っ
た
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
に
抵
抗
す
る
自
由

主
義
運
動
が
支
持
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
政
策
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

専
制
権
力
に
対
す
る
抵
抗
運
動
を
擁
護
す
る
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ

た（
（2
（

。
　
こ
う
し
た
自
由
主
義
的
な
政
策
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
ッ

ク
ス
晩
餐
会
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
名
を
巧
み
に
利
用
し
た
。こ
こ
で
は
、

議
会
改
革
問
題
に
絞
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
フ
ォ
ッ

ク
ス
晩
餐
会
が
地
方
都
市
で
開
催
さ
れ
た
一
八
一
〇
年
代
後
半
か
ら

一
八
二
〇
年
代
初
頭
は
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ム
ス
ン
が
「
民
衆
的
急
進
主
義

の
英
雄
時
代
」
と
呼
ん
だ
時
期
に
あ
た
り（
（2
（

、
一
八
一
五
年
に
終
結
し

た
対
仏
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
経
済
不
況
を
背
景
に
、
改
革
派
中

産
階
級
や
労
働
者
階
層
が
議
会
改
革
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
晩
餐

会
で
演
説
を
行
っ
た
ホ
イ
ッ
グ
は
、
概
し
て
、
一
年
制
議
会
（
毎

年
下
院
総
選
挙
を
行
う
制
度
）
と
男
子
普
通
選
挙
制
と
い
っ
た
急

進
主
義
的
改
革
案
に
反
対
し
、
漸
進
的
で
穏
健
な
改
革
を
支
持
し

た（
（2
（

。
彼
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
具
体
的
な
改
革
案
を
示
さ
な
か
っ
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た
が（
（2
（

、
改
革
を
支
持
す
る
態
度
を
表
明
す
る
際
に
し
ば
し
ば
フ
ォ
ッ

ク
ス
の
威
光
を
借
り
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
を
見
せ
た
。
例
え
ば
、

一
八
二
二
年
八
月
二
一
日
の
サ
フ
ォ
ー
ク
晩
餐
会
に
お
い
て
、
下
院

議
員
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
は
常

に
議
会
改
革
の
必
要
性
を
確
信
し
て
い
た
」と
指
摘
し
、続
け
て
、「
も

し
も
彼
が
今
生
き
て
い
て
、
公
論
に
反
し
て
政
府
が
続
け
た
戦
争
の

後
の
七
年
間
の
闘
争
を
目
に
し
た
と
し
た
ら
、
彼
は
そ
れ
を
よ
り
強

く
確
信
し
た
だ
ろ
う
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
同
じ
晩
餐
会
で
議
長

を
務
め
た
地
元
の
名
士
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
・
バ
ン
ベ
リ
は
、
一
七
九
七

年
五
月
二
六
日
に
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
下
院
に
お
い
て
演
説
を
行
っ
た
際

に
、「
家
屋
所
有
者
に
選
挙
権
を
拡
大
す
る
こ
と
は
議
会
改
革
に
関

す
る
最
良
で
最
も
的
を
射
た
案
で
あ
る
」と
述
べ
た
文
言
を
引
用
し
、

同
様
の
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
た（
（3
（

。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ

（
晩
餐
会
）
へ
の
対
抗
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
八
二
二

年
の
サ
フ
ォ
ー
ク
晩
餐
会
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、

ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
を
、
現
ト
ー
リ
政
権
を
支
え
る
抑
圧
的
な
「
ピ
ッ

ト
体
制
」（Pitt System

）
の
出
先
機
関
と
評
し
攻
撃
し
た（
（3
（

。
ま

た
、
一
八
二
〇
年
一
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
晩
餐

会
で
、
下
院
議
員
の
Ｔ
・
Ｗ
・
ク
ッ
ク
は
、「
政
治
的
腐
敗
に
反
対

す
る
者
が
現
政
権
に
よ
る
誤
っ
た
統
治
体
制
に
盲
目
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
論
じ
、「
抑
圧
の
体
制
は
、
偉
大
な
舵
手

（the great pilot

）
を
模
倣
す
る
取
る
に
足
ら
な
い
舵
手
た
ち
（the 

little pilots

）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」
と
主
張
し
た（
（3
（

。
こ
う

し
た
事
例
が
示
す
よ
う
に
、ピ
ッ
ト
と
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
対
抗
関
係
は
、

彼
ら
の
死
後
も
、
少
な
く
と
も
ホ
イ
ッ
グ
に
と
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス

政
治
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
な
ぜ
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
一
般
的
な
現
象
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
都
市
社
会
で
重
要
な
地
位
を
築

い
て
い
た
中
産
階
級
の
求
め
る
リ
ベ
ラ
ル
な
改
革
に
対
し
、
ホ
イ
ッ

グ
党
が
具
体
的
な
政
策
を
も
っ
て
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
上
述
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に

出
席
し
た
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
は
、
原
則
と
し
て
議
会
改
革
を
支
持
す

る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
一
方
で
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
ア

ジ
ェ
ン
ダ
を
示
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
晩
餐
会
を
例
に
分

析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
一
八
一
四
年
九
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
最
初
の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
晩
餐
会
は
、
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
州
選
出
の
下
院
議
員
で
、
Ｌ

Ｆ
Ｃ
の
会
員
で
も
あ
っ
た
サ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
モ
ン
ク
が
議
長
を

務
め
た
が
、
そ
れ
以
降
は
ホ
イ
ッ
グ
党
の
指
導
者
で
あ
る
グ
レ
イ
伯

爵
が
そ
の
役
を
担
っ
た
。
晩
餐
会
は
主
に
貴
族
・
地
主
層
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
た
が
、
商
人
、
弁
護
士
、
銀
行
家
な
ど
上
層
中
産
階
級
も
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出
席
し
た
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
法
廷
弁
護
士
で
あ
っ
た
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
グ
レ
イ
の
晩
餐
会
へ
の
出
席
に
関
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
た
。「
私
は
、
彼
が
議
会
改
革
に
つ
い

て
多
く
を
語
る
こ
と
は
分
別
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た
。
と
い

う
の
も
、
彼
が
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
明
確
な
計
画
と
時
機
に
つ

い
て
確
約
す
る
こ
と
を
避
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
か

ら
だ（
（3
（

」。
改
革
派
中
産
階
級
は
明
確
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
求
め
て
い
た

が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
は
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
原
因
で
、
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
は
晩
餐
会
を
組
織
す
る
上

で
、
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
例
証
す

る
よ
う
に
、グ
レ
イ
は
、ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
に
お
け
る
最
後
の
フ
ォ
ッ

ク
ス
晩
餐
会
の
直
前
一
八
一
八
年
一
二
月
二
五
日
（
晩
餐
会
開
催
五

日
前
）
に
、
妻
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、「
こ
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐

会
が
い
か
に
私
を
苛
立
た
せ
て
い
る
か
、
私
は
あ
な
た
に
言
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん（
（3
（

」と
そ
の
内
心
を
語
っ
て
い
る
。
一
八
一
八
年
以
降
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
を
開
催
す
る
計
画
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
改
革
派
中
産
階
級
は
、
ロ
ッ
シ
ュ
同
様
、
ホ
イ
ッ
グ

党
が
は
っ
き
り
と
し
た
改
革
案
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
晩
餐
会
の
開
催
は
無
駄
で
あ
る
と
考
え
た
。
一
方
で
、
グ
レ
イ
を

は
じ
め
と
す
る
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
は
、
ど
の
程
度
の
改
革
案
で
あ
れ

ば
、
伝
統
的
な
国
制
を
損
な
わ
ず
に
中
産
階
級
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
判
断
し
き
れ
な
い
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
結

局
、
彼
ら
は
晩
餐
会
の
開
催
を
断
念
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
例
の
み
か
ら
ホ
イ
ッ
グ
党
が
地
域
社
会
に
お
い
て
置
か
れ

た
一
般
的
な
状
況
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
少
な
く

と
も
、
一
八
一
八
年
か
ら
一
八
二
二
年
ま
で
積
極
的
に
活
動
を
続
け

た
ヨ
ー
ク
・
ホ
イ
ッ
グ
・
ク
ラ
ブ
と
、
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
二
九

年
ま
で
存
続
し
た
チ
ェ
シ
ャ
・
ホ
イ
ッ
グ
・
ク
ラ
ブ
は
、
議
会
改
革

を
め
ぐ
り
保
守
派
と
革
新
派
（
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
中
産
階

級
的
出
自
で
あ
っ
た
）
が
反
目
す
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
衰
退
し
て

い
っ
た（
（3
（

。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
以
外

の
様
々
な
地
域
で
も
、
ホ
イ
ッ
グ
党
と
改
革
派
中
産
階
級
は
、
急
進

主
義
と
の
差
異
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
点
で
は
一
致
し
た
も
の
の
、

具
体
的
な
議
会
改
革
案
に
つ
い
て
は
同
意
に
至
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
が
一
般
的
現
象
と
な
ら
な
か
っ
た
別
の
要
因

は
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
い
う
ア
イ
コ
ン
自
体
が
、
議
会
外
改
革
運
動
を

牽
引
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
あ
ま
り
効
果
的
で
な
か
っ
た
こ
と
に

求
め
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
労
働
者
階
層
出
身
の
急
進
主
義
者
の

み
な
ら
ず（
（3
（

、
改
革
派
中
産
階
級
の
多
く
に
と
っ
て
も
、
フ
ォ
ッ
ク
ス

が
ど
こ
ま
で
真
剣
に
議
会
改
革
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
は
疑
わ
し

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
、
議
会
改
革
に
対
す
る

積
極
性
の
点
で
、
公
的
発
言
と
私
的
発
言
の
間
で
相
当
の
温
度
差
が

あ
っ
た（
（3
（

。
生
前
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
、
こ
の
点
に
気
が
つ
い
た
一
部
の
改
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革
派
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
八
三
年
に
、
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
・
ワ
イ
ヴ
ィ
ル
は
、
新
聞
紙
面
に
て
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏

の
支
持
者
お
よ
び
彼
自
身
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
民
が
議
会
改
革

と
い
う
偉
大
な
事
業
の
た
め
に
彼
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

巧
み
な
演

説
に
満
足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」（
傍
点
原
文
イ

タ
リ
ッ
ク
）
と
疑
問
を
呈
し
た
。
彼
は
続
け
て
、「
騙
さ
れ
て
い
る

の
は
彼
の
友
人
な
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
民
で

は
な
い
」
と
論
じ
て
い
る（
（3
（

。

　
ま
た
、
他
の
要
因
と
し
て
、
ホ
イ
ッ
グ
党
指
導
部
が
議
会
外
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
当
時
の
国
家
エ
リ
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、
議
会
外
組
織
の
政
治

的
影
響
力
が
、
議
会
の
立
法
権
や
政
府
の
行
政
権
を
脅
か
す
程
度

に
ま
で
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た（
（3
（

。
議
会
主
権
を
信

じ
る
彼
ら
に
と
っ
て
、「
国
家
内
国
家
」（state w

ithin a state; 
im

perium
 in im

perio

）、
あ
る
い
は
「
対
立
議
会
」（Anti-

Parliam
ent

）
と
い
う
考
え
方
は
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
結

社
や
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
潜
在
的
に
こ
う
し
た
危
険
な
存
在
に
な

り
得
る
と
考
え
ら
れ
た（
（4
（

。
例
え
ば
、
グ
レ
イ
伯
爵
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

解
放
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
た
一
八
二
八
年
一
一
月
二
日
に
、Ｊ
・

Ｇ
・
ラ
ム
ト
ン
宛
の
手
紙
の
中
で
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
運
動
を
展
開
す

る
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
に
対
抗
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

親
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
議
会
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
設
立
す
る
必
要

は
な
い
と
断
言
し
た
。
も
ち
ろ
ん
グ
レ
イ
は
、
公
的
集
会
と
請
願
と

い
う
公
衆
に
よ
る
伝
統
的
な
意
見
表
明
の
方
法
を
否
定
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
ホ
イ
ッ
グ
党
が
な
す
べ
き
は
、
議
会
外

圧
力
団
体
の
組
織
で
は
な
く
、
議
会
の
中
で
演
説
と
採
決
に
よ
っ
て

カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
を
支
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（
（4
（

。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
議
会
主
権
の
支
持
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る

議
会
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
懐
疑
心
は
、
ト
ー
リ
に
も
共

有
さ
れ
た
。
確
か
に
、事
実
と
し
て
、一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ト
ー

リ
系
議
会
外
政
治
結
社
の
展
開
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
上

述
の
よ
う
に
、
ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
は
ブ
リ
テ
ン
島
全
土
に
設
立
さ
れ

た
。
加
え
て
、
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

四
〇
以
上
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
二
〇
〇
以
上
設
立
さ
れ
、反
カ
ト
リ
ッ

ク
派
の
オ
レ
ン
ジ
・
ロ
ッ
ジ
の
設
立
数
は
ブ
リ
テ
ン
島
で
二
二
八

（
一
八
三
〇
年
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
一
〇
〇
〇
以
上
に
も
の
ぼ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、民
衆
的
急
進
主
義（
一
八
一
〇
年
代
後
半
）、

カ
ト
リ
ッ
ク
解
放
（
一
八
二
〇
年
代
末
）、選
挙
法
改
正
（
一
八
三
一

―
一
八
三
二
年
）
と
い
う
明
確
に
反
対
す
る
べ
き
対
象
が
あ
り
、
喫

緊
の
課
題
と
し
て
抵
抗
運
動
を
繰
り
広
げ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

ト
ー
リ
系
結
社
も
自
ら
の
活
動
領
域
を
議
会
外
に
限
定
し
、
議
会
と

政
府
に
過
度
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
自
制
し
て
い
た（
（4
（

。

　
グ
レ
イ
伯
爵
を
は
じ
め
ホ
イ
ッ
グ
党
指
導
部
に
と
っ
て
、
自
ら
の

政
策
を
達
成
す
る
た
め
に
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
議
会
外
ア
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ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
政
権
交
代
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
か

に
優
れ
た
政
策
を
提
示
、
あ
る
い
は
達
成
で
き
た
と
し
て
も
、
優
れ

た
政
治
家
が
政
権
を
運
営
し
な
い
限
り
良
き
統
治
は
成
し
得
な
い
と

考
え
た
。
グ
レ
イ
は
こ
の
点
を
強
調
す
る
た
め
に
、
一
八
一
八
年
の

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
晩
餐
会
に
お
い
て
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
の
知
恵
は

私
の
指
針
で
あ
る
」と
強
調
し
、フ
ォ
ッ
ク
ス
が
著
し
た
後
期
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
期
に
関
す
る
歴
史
書（
（4
（

の
中
か
ら
以
下
の
部
分
を
引
用
し
た
。

過
去
に
起
き
た
専
制
政
治
の
う
ち
最
も
多
く
は
、
合
法
的
な
形

式
を
と
っ
て
現
れ
た
。（
中
略
）こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

以
下
の
考
え
ほ
ど
間
違
っ
て
い
る
か
、
誤
解
さ
れ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
有
害
な
こ
と
は
な
い
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
。
つ
ま

り
そ
れ
は
、（
中
略
）
議
会
改
革
が
国
に
救
済
を
も
た
ら
す
唯

一
の
政
策
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。（
中
略
）
チ
ャ
ー

ル
ズ
二
世
の
治
世
は
、
良
き
法
と
悪
し
き
統
治
の
治
世
で
あ
っ

た
。（
中
略
）
そ
の
時
期
に
我
々
の
国
制
は
、
そ
れ
ま
で
の
歴

史
に
お
い
て
最
も
優
れ
た
理
論
的
完
成
の
域
に
達
し
た
。（
中

略
）
し
か
し
そ
の
後
何
が
起
き
た
だ
ろ
う
か
。
抑
圧
と
困
窮
で

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
戦
争
、
疫
病
、
飢
饉
と
い
っ
た
外
的
で
偶

発
的
な
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
し
、
ま

し
て
や
、
そ
う
し
た
誇
る
べ
き
国
制
の
完
成
を
損
な
う
可
能
性

の
あ
る
法
の
改
変
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
ら
は
、
腐
敗
し
た
邪
悪
な
政
府
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
制
に
内
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
優
れ
た
抑
制

機
能
が
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
法
律
が
全
て
で

あ
る
と
す
る
考
え
は
、
な
ん
と
虚
し
く
無
意
味
で
お
こ
が
ま

し
い
の
で
あ
ろ
う
！
　
人
で
は
な
く
政
策
（m

easures, not 
m

en

）
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら

れ
た
原
理
ほ
ど
も
ろ
く
有
害
な
も
の
は
な
い（
（4
（

。

　
一
八
世
紀
以
降
、
議
会
政
治
家
は
、「
人
と
政
策
」（m

en and 
m

easures

）
と
「
人
で
は
な
く
政
策
」（m

easures, not m
en

）

と
い
う
二
つ
の
考
え
方
の
い
ず
れ
を
支
持
す
る
か
で
大
き
く
二
分
さ

れ
た
。
前
者
は
、
統
治
す
る
者
と
政
策
が
共
に
重
要
で
あ
る
と
す
る

考
え
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
誰
が
政
権
に
つ
い
て
い
よ
う

と
優
れ
た
政
策
が
推
進
さ
れ
て
い
れ
ば
良
き
統
治
は
成
し
得
る
と
す

る
考
え
方
で
あ
る
。
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
の
多
く
は
、
グ
レ
イ
同
様
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
お
い
て
前
者
を
支
持
す
る
立
場
を
明
ら
か
に

し
た
。
例
え
ば
、
一
八
二
一
年
の
サ
フ
ォ
ー
ク
晩
餐
会
で
、
ア
ル
ベ

マ
ー
ル
伯
爵
は
、「
人
と
政
策
の
変
更
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」
と

主
張
し
、
ホ
イ
ッ
グ
が
党
と
し
て
ト
ー
リ
政
権
に
取
っ
て
代
わ
る
べ

き
だ
と
訴
え
た（
（4
（

。
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
は
、
在
野
の
立
場
か
ら
改
革
を

主
張
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
は
、
そ
れ
だ

け
で
は
十
分
で
な
く
、
改
革
を
達
成
し
結
果
と
し
て
良
き
統
治
を
も
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た
ら
す
た
め
に
も
、党
と
し
て
政
権
を
担
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
ヘ
ン
リ
・
ブ
ル
ー
ム
は
大
き
く
異
な
る
考
え

方
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
「
人
で
は
な
く
政
策
」
を
重
視
す
る
立
場

を
取
っ
た
。
彼
は
一
八
二
八
年
一
月
二
九
日
の
下
院
演
説
に
お
い

て
、「
私
が
重
視
す
る
の
は
政
権
に
つ
い
て
い
る
閣
僚
が
誰
な
の
か

で
は
な
く
、
彼
ら
の
政
策
な
の
で
す
。
も
し
も
そ
の
政
策
が
優
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、（
中
略
）
政
府
は
心
か
ら
の
誠
実
で
積
極
的
な

支
持
を
受
け
る
べ
き
な
の
で
す
」
と
論
じ
た（
（4
（

。
彼
は
、
自
ら
が
優
れ

て
い
る
と
考
え
る
政
策
を
達
成
す
る
た
め
に
、
議
会
外
勢
力
と
密
に

関
係
を
結
び
政
府
・
議
会
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
肯
定
し
た
。
ま

た
、
政
策
の
達
成
の
見
込
み
が
あ
る
場
合
は
、
敵
対
す
る
政
権
に
参

加
し
て
も
構
わ
な
い
と
考
え
た
。
実
際
に
彼
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
解
放

の
達
成
を
期
待
し
て
、
一
八
二
七
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ニ
ン
グ
首
相

率
い
る
ト
ー
リ
内
閣
へ
の
支
持
を
表
明
し
、
彼
の
助
力
で
三
名
の
ホ

イ
ッ
グ
党
議
員
が
入
閣
し
た
。
し
か
し
、
グ
レ
イ
を
は
じ
め
他
の
ホ

イ
ッ
グ
党
議
員
の
多
く
は
、「
人
で
は
な
く
政
策
」の
立
場
に
反
対
し
、

ブ
ル
ー
ム
ら
の
行
動
を
強
く
批
判
し
た（
（4
（

。

　
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
ブ
ル
ー
ム
が
ホ
イ
ッ
グ
党
に
お
い
て
周
辺

的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
、
彼
が
著
し
た
『
ジ
ョ
ー

ジ
三
世
期
に
活
躍
し
た
指
導
的
政
治
家
に
関
す
る
史
的
素
描
』（
初

版
一
八
三
九
年
）
で
あ
る
。
こ
の
中
の
「
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
」
と
い
う

項
目
で
、ブ
ル
ー
ム
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ム
に
と
っ
て
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
、
宗
教
的
寛
容
、
市
民
的
自

由
、
政
府
に
よ
る
腐
敗
行
為
や
ア
メ
リ
カ
植
民
地
へ
の
抑
圧
に
対
す

る
反
対
、
奴
隷
貿
易
廃
止
と
い
う
優
れ
た
政
策
を
支
持
す
る
「
最
も

偉
大
な
政
治
的
指
導
者
の
一
人
」で
あ
っ
た
。し
か
し
、ブ
ル
ー
ム
は
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
の
政
党
政
治
家
と
し
て
の
側
面
を
「
汚
点
」（defect

）

と
捉
え
、「
政
党
原
理
を
唯
一
の
行
動
基
準
と
し
た
」
フ
ォ
ッ
ク
ス

を
批
判
し
た
。
ブ
ル
ー
ム
は
、「
フ
ォ
ッ
ク
ス
氏
の
政
治
的
諸
原
理

は
ホ
イ
ッ
グ
学
派
（W

hig School

）
の
真
の
模
範
の
上
に
形
成
さ

れ
た
」
と
述
べ
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
賞
賛
す
る
一
方
で
、「
し
か
し
、
彼

は
常
に
、
政
党
の
長
と
し
て
、
状
況
に
応
じ
て
そ
の
諸
原
理
に
手
を

加
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
の
野
心
や
彼
の
追
随
者
の
利
害

が
彼
の
行
動
に
関
す
る
支
配
的
な
基
準
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
」
と
論
じ
た（
（4
（

。

　
ブ
ル
ー
ム
は
「
政
党
の
諸
効
果
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
も
、
政

党
を
極
め
て
否
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
彼
の
主
張
は
概
略
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
政
党
政
治
家
は
、
た
と
え
ど
ん
な
に
偉
大
で
あ
っ
て

も
、
彼
が
属
す
政
党
の
利
害
に
縛
ら
れ
、
他
の
政
党
と
無
駄
に
互
い

に
反
目
し
合
う
た
め
、
国
益
に
適
う
優
れ
た
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
政
党
は
原
理
原
則
を
掲
げ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ

れ
は
結
局
私
的
利
害
の
隠
れ
蓑
に
す
ぎ
な
い
。
ホ
イ
ッ
グ
と
ト
ー
リ

の
二
大
政
党
は
と
も
に
貴
族
主
義
的
で
あ
り
、
常
に
権
力
を
追
い
求

め
る
が
ゆ
え
に
、
人
民
の
意
向
を
気
に
か
け
な
い
。
む
し
ろ
両
政
党
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の
政
治
家
は
自
ら
の
意
見
を
人
民
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ム
は
、「
政
党
政
治
家
が
意
見
を
形
成
す
る
際
に
人
民
の
声

を
排
除
す
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
体
制
で
あ
れ
根
本
的
な
悪
で
あ
る
」

と
主
張
し
、続
け
て
「
人
民
の
力
を
国
家
全
体
の
原
動
力
と
せ
ず
に
、

人
民
を
寡
頭
制
の
道
具
や
手
段
に
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
欠
点
で
あ

る
ど
こ
ろ
か
破
滅
的
な
こ
と
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る（
（4
（

。
こ
の
よ
う

な
政
党
観
を
持
っ
た
ブ
ル
ー
ム
が
「
人
で
は
な
く
政
策
」
の
理
念
を

支
持
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
、
政
党
、
人
民
の
政
治
的
役
割
に
対
す
る
ブ
ル
ー
ム

の
認
識
は
、
グ
レ
イ
伯
爵
ら
ホ
イ
ッ
グ
党
多
数
派
の
そ
れ
と
大
き
く

異
な
っ
て
い
た
。
後
者
に
と
っ
て
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
は
掛
け
値
な
し
に

重
要
で
あ
り
、
無
条
件
で
肯
定
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政

党
は
、
圧
政
に
対
抗
し
優
れ
た
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
人
民
の
政
治
的
役
割
を
重
視
し
た

が
、
一
方
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
人
民
は
究
極
的
に
は
「
従
」
の
存
在

に
す
ぎ
な
か
っ
た（
（5
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ホ
イ
ッ
グ
党
内
に
お
け

る
ブ
ル
ー
ム
の
立
場
は
周
辺
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
彼
が
党
の
性
質
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
影
響
力

を
持
っ
て
い
た
と
断
言
す
る
こ
と
に
は
少
な
か
ら
ぬ
留
保
が
付
さ
れ

る
の
で
あ
る（
（5
（

。

　
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
の
多
く
は
、
ブ
ル
ー
ム
よ
り
も
エ
リ
ー
ト
主
義

的
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ
（
晩
餐
会
）
の
組
織
化
が
一

般
的
現
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
自
体
が
、
ホ
イ
ッ
グ
党
に
お

け
る
エ
リ
ー
ト
主
義
の
一
つ
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
ま

た
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
（
特
に
そ
の
指
導
層
）
と

議
会
外
の
改
革
派
中
産
階
級
と
の
不
安
定
な
関
係
性
（
あ
る
い
は
、

後
者
を
「
従
」
に
と
ど
め
、
議
会
政
党
こ
そ
が
政
治
的
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
を
握
る
べ
き
だ
と
す
る
前
者
の
態
度
）で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
三
〇
年
末
に
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
が
自
ら
が
率
い
た
ト
ー
リ
政

権
に
お
い
て
議
会
改
革
法
案
を
提
出
す
る
準
備
は
な
い
と
公
言
し
た

と
き
、
グ
レ
イ
伯
爵
が
指
導
す
る
ホ
イ
ッ
グ
党
は
政
権
交
代
の
千
載

一
遇
の
好
機
を
得
た
。
重
要
で
あ
る
の
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
が
初
め
て

具
体
的
で
包
括
的
な
議
会
改
革
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
示
し
た
の
は
、
政

権
交
代
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
ホ
イ
ッ
グ
政
権
に

よ
る
議
会
改
革
法
案
に
対
し
て
、
議
会
外
の
改
革
派
は
様
々
な
評
価

を
下
し
た
が
、
結
果
的
に
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
ま
と
ま
っ

て
い
っ
た（
（5
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
改
革
問
題
を
め
ぐ
り
政
治
的
に
妥
協

し
た
の
は
、
ホ
イ
ッ
グ
政
権
で
は
な
く
む
し
ろ
世
論
の
方
で
あ
っ
た

と
い
う
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た

一
八
三
〇
年
代
初
頭
の
一
連
の
出
来
事
は
、
ホ
イ
ッ
グ
党
議
員
が

フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
、
彼
ら
に
と
っ
て
の

「
望
ま
し
い
政
治
の
あ
り
方
」
に
則
し
て
進
ん
だ
よ
う
に
も
見
え
る
。
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結
論

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
い
う
ア
イ
コ
ン
は
彼
の
死
後
も
ホ
イ
ッ
グ
党
の
一

体
性
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
で

の
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
、
党
の
首
都
に
お
け
る
重
要
な
結
節
点
と

し
て
機
能
し
た
。
一
方
で
、
Ｌ
Ｆ
Ｃ
の
私
的
な
性
格
、
あ
る
い
は

閉
鎖
性
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ピ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
が
ブ
リ
テ
ン
島
に
広
く
設
立
さ
れ
て
ゆ
く
中
、
そ

れ
に
対
抗
す
る
政
治
組
織
と
し
て
、
彼
の
政
敵
で
あ
っ
た
フ
ォ
ッ
ク

ス
の
名
を
冠
し
た
も
の
が
現
れ
た
こ
と
に
は
一
定
の
必
然
性
が
見
出

せ
る
。
し
か
し
、
強
調
す
べ
き
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
外
で
は
、
フ
ォ
ッ

ク
ス
・
ク
ラ
ブ
は
設
立
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
も

地
理
的
分
布
や
持
続
性
の
点
で
か
な
り
程
度
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
事
実
は
、フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ブ（
晩

餐
会
）
の
地
方
都
市
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
高
さ
を
強
調
し
て
き

た
先
行
研
究
に
大
き
な
修
正
を
迫
る
。
一
八
二
八
年
か
ら
一
八
三
二

年
に
か
け
て
改
革
運
動
が
広
が
る
中
、
地
方
に
お
い
て
フ
ォ
ッ
ク
ス

の
名
は
ほ
と
ん
ど
叫
ば
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も

フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
は
、
こ
の
時
期
に
一
度
も
開
催
さ
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
近
年
注
目
さ
れ
る
「
民
衆
的
保
守
主
義
」

（popular conservatism

）
と
も
関
連
す
る
ピ
ッ
ト
と
い
う
も
う

一
つ
の
ア
イ
コ
ン
の
（
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
い
う
ア
イ
コ
ン
と
は
異
な
っ

た
）
意
義
に
今
一
度
注
目
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い（
（5
（

。

　
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
名
は
、
議
会
ホ
イ
ッ
グ
党
を
団
結
さ
せ
る
の
に
は

役
立
っ
た
が
、
地
方
都
市
に
お
け
る
改
革
派
に
訴
え
る
装
置
と
し
て

は
効
果
的
に
機
能
し
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
に
入
る
と
、
Ｌ

Ｆ
Ｃ
は
私
的
な
性
格
を
さ
ら
に
強
め
、
政
治
の
表
舞
台
に
は
出
て
こ

な
く
な
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
で
フ
ォ
ッ
ク
ス
晩
餐
会
が
開

催
さ
れ
た
事
例
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
と
い
う
ア
イ
コ
ン
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
み
な
ら
ず
そ

れ
以
降
の
時
期
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
、
国
家
エ
リ
ー
ト
の
文
化

圏
に
お
い
て
の
み
重
要
な
政
治
的
意
味
合
い
を
持
っ
た
と
推
察
さ
れ

る（
（5
（

。
　
ブ
ル
ー
ム
に
注
目
す
る
こ
と
で
ヘ
イ
が
特
徴
付
け
た
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
期
の
「
ホ
イ
ッ
グ
・
リ
ベ
ラ
ル
の
優
越
」
の
あ
り
方
も
、
一

定
程
度
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
こ
の
時
期
の
大

半
、
ホ
イ
ッ
グ
党
（
自
由
党
）
は
政
権
を
担
っ
た
が
、
ブ
ル
ー
ム
の

政
治
観
に
沿
っ
て
政
策
決
定
を
行
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し

い
。
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、
人
民
の
議
会
政
治
へ
の
関
与
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。
ア
ン
ガ
ス
・
ホ
ー
キ
ン
ス
は
、
一
八
三
〇
年
代

か
ら
一
八
六
〇
年
代
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
文
化
を
「
議
会
政
体
」

（Parliam
entary G

overnm
ent

）
と
い
う
概
念
を
用
い
て
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
議
会
政
体
に
お
い
て
は
、
議
会
政
党
が
国
制
の

中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
り
、
下
院
で
多
数
を
占
め
る
政
党
が
政
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権
を
運
営
し
た
。
そ
し
て
、「
政
党
の
目
的
と
は
、
国
王
大
権
へ
の

腐
敗
し
た
依
存
か
ら
行
政
府
を
保
護
し
、
か
つ
、
議
会
主
権
を
保
存

す
べ
く
、
議
会
討
論
を
有
権
者
の
命
令
か
ら
防
護
す
る
こ
と
に
あ
っ

た（
（5
（

」。
政
党
に
と
っ
て
、
議
会
外
の
声
は
重
要
で
は
あ
る
が
、「
従
」

の
存
在
以
上
の
役
割
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
あ
く
ま

で
も
、
政
治
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、
議
会
政
党
が
持
つ
べ
き
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
制
に
お
け
る
政
党
の
重

要
性
は
、
青
木
康
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
七
八
〇
年
に
ヨ
ー

ク
シ
ャ
運
動
が
展
開
す
る
中
で
、
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
派
ホ
イ
ッ
グ
（
フ

ォ
ッ
ク
ス
派
ホ
イ
ッ
グ
の
前
身
的
政
党
）
に
よ
っ
て
積
極
的
に
主
張

さ
れ
た（
（5
（

。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
ホ
イ
ッ
グ
党
の
政
治
観
に

つ
い
て
、
我
々
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
変
容
よ
り
も
、
む
し

ろ
一
八
世
紀
末
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
半
ば
ま
で
の
連
続
性
に
こ
そ

目
を
向
け
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
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） 
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の
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に
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い
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は
、Frank O
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ritish Political and Social 
H

istory 1688-1832,  second edn., B
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sbury A
cadem

ic, 
2016, chapters 8-12.

（
２
）B

oyd H
ilton, A

 M
ad,B

ad, and D
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eople?: 
E

ngland 1783-1846,  C
larendon Press, 2006, pp. 203-5.

フ
ォ
ッ
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が
ホ
イ
ッ
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に
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た
同
様
の
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に
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い
て
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N
.B
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ineteenth-
C
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（
３
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政
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に
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D
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M
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and T
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ラ
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ラ
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あ
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。
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G
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果
を
あ
ま
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も
安
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ホ
イ
ッ
グ
党
全
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適
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し
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い
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批
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研
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。
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Fox Dinners: The Whig Party’s View of Politics

MASAKI, Keisuke

By examining the London Fox Club and the Fox dinners, both of 
which declared support for the political principles of the dead leader of 
the Whig party, Charles James Fox, this article will reveal this party’s 
view of politics. In early-nineteenth-century Britain, according to the ex-
isting literature, the Fox Clubs and dinners played a vital role in Whig 
politics in many towns and helped the Whigs get involved in the reform 
movement between the late 1810s and the early 1820s. Contrary to a 
popular view as such, this article points out that the Fox Club was es-
tablished only in the capital, while the Fox dinners were held in twelve 
local towns as well as in London. These Whig associations named after 
Fox were not so popular as their Tory counterparts, namely the Pitt 
Clubs, which were established in more than sixty towns in Britain. The 
London Fox Club was a significant rallying point for the Whig party, 
but it was a more private and exclusive organisation than the London 
Pitt Club.

There were several reasons why the Fox dinners were not popular 
or widespread in urban communities. First, the liberal middle classes, 
who were a powerful political force in commercial and manufacturing 
towns, considered the Fox dinners useless, because such dinners failed 
to propose a set of reform measures that would meet their political de-
mands. Second, while the name of Fox was significant as an icon for the 
parliamentary Whigs, it was not effective enough to draw support from 
the liberal middle classes, because Fox was regarded by these classes as 
an aristocratic politician who did not eagerly support reform. Third, the 
Whig party was unwilling to develop extra-parliamentary political asso-
ciations, which the party thought might be dangerous enough to inter-
fere with the legislative power of Parliament and the executive power of 
the government. These reasons suggest that the Whig party then was 
an elitist political group, who was not always successful in collecting 
support from broader public opinions, and from the liberal middle class-
es in particular.

In conclusion, it is emphasised that three elements were vital as 
components of the Whig party’s view of politics: the principles of Fox, 
or the ‘cult’ of Fox; the idea that parliamentary parties had significant 
roles in the British constitution; and the notion that the people or the 
middle classes outside Parliament had an important political role, but 
at the same time they should be led by the parties in Parliament. 


